
『国土教育』の視点から見た

社会科教科書の検証と次世代教育論

－ 歴史の深層としての「国土」、その構造と未来への展望 －
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研究の背景とねらい（国土学のブランチ、エピソード）

現在、われわれが享受している豊かで安全な生活は、われわれ
のご先祖様が農業基盤や交通基盤を整備し、川を治め、水資源を
開発するなど、絶え間なく国土に働きかけることによって、国土から
恵みを返してもらってきた歴史の賜物である。

従って、現代に生きるわれわれの世代も、国土に対して働きかけ
を続け、将来世代に対して、より良い社会基盤を引き継いでいかな
ければならない。そのためには、われわれ日本人の国土への働きか
けの歴史について、また世界の国々の国土への働きかけの成果や
現在の努力について、丌断に学び続けることが求められている。
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 わが国の小中高等学校教育では、社会科（地理歴史科）の
教育内容はどうなっているのか？

 日本という国家を担っていくために必要な知識・教養を学ぶ
ことは出来ているか？

 改善の方向性は？
（フランス・アナール派の「歴史地理学」と『国土教育』）



柳田国男監修の社会科教科書（小６）最終稿

出典：柳田国男 昭和28年5月『日本の社会 六年下』実業之日本社
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青尐年の意識調査の国際比較

 「高校生の意欲に関する調査」（2006年・秋）
 「暮らしていける収入があればのんびりと暮らしていきたいと思う」

⇒ 米国13.8％、中国17.8％、韓国21.6％、日本42.9％

 「偉くなりたいと思う」
⇒ 米国66.1％、中国85.8％、韓国72.3％、日本44.1％

 「中学生・高校生の生活と意識に関する調査」（2008年・秋）
 「私の参加により、変えてほしい社会現象が尐し変えられるかも知れない

と思う」
⇒ 中学生で、米国53.3％、中国58.3％、韓国66.5％、日本37.3％

高校生で、米国69.8％、中国62.7％、韓国68.4％、日本30.1％

 「自分はダメな人間だと思う」
⇒ 中学生で、米国14.2％、中国11.1％、韓国41.7％、日本56.0％

高校生で、米国21.6％、中国12.7％、韓国45.3％、日本65.8％

4出典：日本青少年研究所「国内外の青少年の意識及び行動についてのアンケート調査」

減

増



学習指導要領の変遷（小中学校社会科）

 昭和22年度版（試案） ⇒ 「問題解決学習」「生活単元学習」主体で、
多くの時間が配当された。

ＧＨＱによって戦後禁止されていた修身・歴史・地理が、
新教育制度発足とあわせ「社会科」として再生。

 昭和30年度版 ⇒ 単元学習から系統性重視へ

 昭和33年10月施行 ⇒ 系統性を重視したカリキュラム、「道徳」の特設

 現代化カリキュラム（S46・47施行）

 ゆとりカリキュラム（S55・56施行）

 旧指導要領（H4施行） ⇒ 小学校１・２年の社会科が廃止され、
「生活科」が創設

 現行指導要領（H14施行）
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⇒ 学校完全週５日制の下、「総合的な
学習の時間」が創設

⇒ 戦後最高レベルの濃密な学習
指導要領

⇒ 授業時数と指導内容が大幅に
削減



小学校・社会科教科書と国土教育①

 授業時間数の減尐（「現代化カリキュラム」→「現行」で1/3削減）
 昭和46年施行指導要領 ： 小４～６年の社会科授業時間合計で420時間／3年

 平成14年施行指導要領 ： 小４～６年の社会科授業時間合計で275時間／3年

 『国土（郷土）を開発してきた先人達の努力』 －小学４年生－
 昭和45年検定教科書 ： 「開発のむかしといま」という単元で46頁

（東京書籍） ・ 相模原台地の新田開発・ダム
・ 箱根用水
・ 高浜山の砂防林（出雲市）
・ 天竜川の堤防
・ 八郎潟の干拓
・ 高速道路、観光道路、住宅用地、水道等々

「交通の発達」という別単元で46頁
・ 江戸時代以降の交通の歴史（道路、水運）
・ 鉄道整備の歴史と鉄道網
・ 鉄道をしく苦心（トンネル、橋梁）
・ 交通の発達と産業への影響等

 平成16年検定教科書 ： 「大河原用水（八ヶ岳山麓）の開発」について14頁

現在の小学生と三十数年前の当時のわれわれとでは、
圧倒的に国土への働きかけに関する学習量が違う 6



小学校・社会科教科書と国土教育②

 『私たちの生活と情報』 －小学５年生－
 昭和27年検定教科書 ：

 昭和45年検定教科書 ： （記述無し）

 平成16年検定教科書 ：

国土への働きかけが如何にあるべきか（程度・対象・手段な
ど）は、主権者である国民一人一人が判断しなければならない
事項。
そのためにも、メディア情報を鵜呑みにせず、主体的に読み解
いて活用する能力を持たなければならない
（メディア・リテラシー教育の必要性）

7出典：いずれも東京書籍版検定済教科書より

小学６年生の教科書にマス・メディアを批判的に
読み解く勧めがあった

コマーシャルやテレビ・新聞報道を取り上げ、更に
誤った報道事例や過熱取材の例を参考資料とし
て掲載し、これらマス・メディア情報を如何に活用
するか、またどう読み解くかについてコメント



世界各国における組織・制度への信頼度（2000年）

出典：社会実情データ図録（アルファ社会科学株式会社 本川裕 作成) http://www2.ttcn.ne.jp/honkawa/5215.html

（注）各国の全国18歳以上男女1,000サンプル程度の回収を基本とした意識調査の結果である。数字は各組織・制度に関し「非常に信頼する」と
「やや信頼する」の回答率の合計。各組織・制度は日本の信頼度の高い順に並べた。軍隊は日本の場合、自衛隊についてきいている。

（資料）電通総研・日本リサーチセンター編「世界60カ国価値観データブック」
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中学校「地理分野」教科書と国土教育①

 昭和30年の学習指導要領以降、地理分野の検定教科書の学習
項目・内容はほとんど変わっていない

9出典：五味文彦・斎藤功・高橋進ほか45名 平成17年検定済 『新編 新しい社会 地理』 東京書籍

わが国の国土・自然条件（火山や地震が多い、平野が狭い、
川が急で短い、台風が来る等）については、いずれの時代の
教科書においても、学習可能



中学校「地理分野」教科書の例（東京書籍）

10出典：五味文彦・斎藤功・高橋進ほか45名 平成17年検定済 『新編 新しい社会 地理』 東京書籍



中学校「地理分野」教科書と国土教育②

いずれの時代においても、中学地理教科書は重要な『国土教
育』の材料であるが、教科書記載分量及び授業時間数の大幅
削減により、十分な思考が深まっていかない学習環境へ

 「現代化カリキュラム」の昭和46年検定教科書と、現行の平成17
年検定教科書を比較すると、全体頁数は2/3に削減
（本文323頁→215頁）

 「現代化カリキュラム」では、日本の地誌、世界の国々の地誌を系
統的・網羅的に学習することができたのに対して、現行教科書で
は、ごく一部の地誌しか学ぶことができない
 例えば、世界の地誌については、アメリカ、中国、フランスについてはしっ

かり学べるが、あとはブラジル、マレーシア、オーストラリア、ガーナについて
補足的に学べる程度

11出典：いずれも東京書籍版検定済教科書より



中学校「歴史分野」教科書と国土教育（現在）

 現行の歴史分野教科書では、わが国の歴史上の事象や人物・文
化遹産等を中心に「事件史・出来事史」が取りまとめらているた
め、国土形成の歴史や社会資本の役割や効果、社会資本整備
に携わってきた人々の苦労など「国土教育」に関係する記述は極
めて限定的
 例えば、灌漑用ため池整備、平城京建設、行基のみちぶしん、太閤検地、

亓街道整備、新田開発、鉄道開通、・・・

 いくつかの例外（国土教育面から見た好事例）
 テーマ学習欄において、『近代化遹産の価値』を取り上げ（日本文教出版）

 人物コラム欄において、『台湾の開発と八田與一』を取り上げ（扶桑社）

「国土教育」を学ぶ材料として、現行の歴史分野教科書に
効果的な役割を期待することは難しい

12出典：五味文彦・斎藤功・高橋進ほか45名 平成17年検定済 『新編 新しい社会 歴史』 東京書籍 ほか



⇒ 都市や村の形成の歴史、これらを結びつける交通の発達の歴史、
海外の都市形成・交通発達の歴史との比較 等

中学校「歴史分野」教科書と国土教育（昭和20年代）

 単元学習の時代の教科書（昭和27年検定）
 「都市や村の生活はどのように変わってきたか（中学2年･単元Ⅰ）」

＝ 約100頁

 「世界の諸地域はどのように結びついてきたか（中学1年･単元Ⅳ）」
＝ 約100頁

戦後、昭和20年代の教科書で授業を受けた者は、長年の国
土への働きかけの努力が結実した「現在の国土」をどう改善し
て次の世代に渡すのかについて、思いをはせることが可能で
あった。
また、世界をも視野に入れた自立した物差しで考えることがで
きたのではないか。

13出典：海後宗臣 昭和27年検定済 『新しい社会科 中学1年 上』『同 下』『中学2年 上』『同 下』 東京書籍



中学校「公民分野」教科書の内容の変化①

 家庭教育の扱いが極めて小さくなった
 昭和27年検定教科書 ：

 平成17年検定教科書 ： 『個人と社会生活』という１節の中で、実質2頁弱

 政府（行政）や公務員の役割が小さくなった
 昭和27年検定教科書 ： 「政府や公務員の役割」について約25頁

うち、「国の実施する社会資本整備関係記述」
のみで約2頁

 平成17年検定教科書 ： 「行政」について9行、「公務員」について7行

 自由主義から平等主義へ
 昭和27年検定教科書 ： 「自由主義」を中心として約90頁

 平成17年検定教科書 ： 「自由権」について2頁、「平等権」について6頁

14出典：いずれも東京書籍版検定済教科書より

「学校生活」について約40頁、
「家庭生活」について約30頁



中学校「公民分野」教科書の内容の変化②

 文化・芸術や宗教知識教育の空洞化
 昭和27年検定教科書 ： 「文化」全体で168頁

（うち「宗教」「芸術」「科学」各約50頁）

 平成17年検定教科書 ： いずれも数行の世界

戦後、自立すら許されなかった時代でさえ、これだけの学習指
導要領や社会科教科書を作って、次の世代の国民の教育に
力を注いだ先人達の努力を、現世代のわれわれは今こそ見つ
め直すべきではないか。
次の世代に引き継ぐべき公民教科書は、半世紀以上前に出
版されたこの昭和27年度版教科書ではないか。

15出典：いずれも東京書籍版検定済教科書より
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現行高等学校「地理Ｂ」教科書の例（帝国書院）①

出典：高橋彰・平戸幹夫・片平博文・矢ケ崎典隆・内藤正典・杉谷隆・松本淳・戸井田克己・友澤和夫
平成18年検定済 『新詳地理Ｂ 初訂版』 帝国書院



17

現行高等学校「地理Ｂ」教科書の例（帝国書院）②

出典：高橋彰・平戸幹夫・片平博文・矢ケ崎典隆・内藤正典・杉谷隆・松本淳・戸井田克己・
友澤和夫 平成18年検定済 『新詳地理Ｂ 初訂版』 帝国書院
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高等学校「地理Ｂ」教科書と国土教育①

 「昭和31年検定済教科書」

－ 産業（農業等）が国土への働きかけであることの説明 －

出典：いずれも帝国書院版検定済教科書より

⇒ 農業だけでなく、牧畜、水産、林業、そして工業に至るまで、
教科書（経済地理分野）で取り上げられている全ての産業
の最初の記述の部分で、それぞれの産業と国土（地理的
条件）との関係がしっかり説明されている。

－ 交通の発達と機能に関する説明 －

記述内容 記述頁数

昭和31年
検定教科書 陸上交通（道路、鉄道）と

水上交通（内陸水路、
海上交通）が中心

14頁

昭和53年
検定教科書

6頁

現行の教科書 航空交通が中心 3頁

大
幅
に
削
減
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高等学校「地理Ｂ」教科書と国土教育②

 「昭和31年検定済教科書」

 「国はその国民をつくっていこうとする意欲と情熱をもっている
ものでなければならない。」

 「国土としてまとまった統一あるものに組織されて行くには、国
の力が問題となる。すなわち国の位置、形、大きさ、経済力、
軍事力、その民族の文化的社会的な強さの総合されたものが
国力である。」

 「国力を決定づけるものとして、国土の広さと共に、国民人口
とその素質および国民の国家意識があげられる。」

 「昭和53年検定済教科書」及び「現行の教科書」
⇒ 「国家」を論じる箇所はあるが、取り立てて紹介すべき内容は

見あたらない。

－ 国家についての説明 －

出典：いずれも帝国書院版検定済教科書より
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高等学校地理教育が抱える課題

 中学校社会科の履修内容の減尐による影響
 中学校で遊ぶ世界地理は、中国、アメリカ合衆国、ＥＵの一国のみ。

⇒ 「地理」に関心が無い高等学校入学生の増加

 学習指導要領（世界史のみ必修）の影響
 「地理」の開講率および選択者数の減尐

⇒ 「地理」履修者は、全生徒の半数以下に低迷

 大学入学試験の影響
 私立文系；「地理」では受験できない大学・学部が多い。

 国立文系；地理歴史科から２科目を課す大学・学部は稀。

 私立理系；「地理」は受験科目外。

⇒ 「地理」履修者の多くは理系の生徒。しかもセンター試験対策としての色が
濃い。

 教員養成上の問題
 「地理」を専門とする教員の減尐

⇒ 高等学校で「地理」を履修せず、大学でも専門として「地理」を学んでいない
教員が、「地理」の面白さを授業で伝えることは困難。
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高等学校社会科・科目別教科書需要数の推移

「地理」「世界史」
「日本史」３科目必修時代

「現代社会」の必修化
「世界史」の必修化

地理

世界史

日本史

出典：日本学術会議地域研究委員会人文・経済地理と地域教育（地理教育を含む）分科会、
人類学分科会 平成19年9月20日 『対外報告 現代的課題を切り拓く地理教育』 に加筆
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地理歴史教育復権に向けた取り組みと今後の展望

 大学入試科目と高等学校履修科目の増加

大学（文系学部）の入試科目数を増やし、「地理歴史科から２科目
以上選択」を標準化

高等学校学習指導要領を見直し、地理、世界史、日本史の３科
目必修化

 地理歴史教育全体の底上げ

 「地理歴史に関する総合的な科目の設置」（Ｈ20.1 中教審答申）
の検討

 フランスやイギリスの教育内容や教育システムに学ぶ

 高質な教育者の育成と幅広い実践

⇒ 暗記科目としての地理歴史科から脱却し、歴史的な視野（時間
軸）と世界的な視野（空間軸）を持って「現在を如何に生きるか」
を考えることの出来る「日本人」育成のための教育科目へ



歴史の深層としての「国土」

＝ Fernand Braudelの『地中海』に学ぶ

【短期】
個人の時間

【中期】
社会的な時間

「表面の動揺であり、波立ちである。短く、急であり、神経質な揺れを持つ歴史」

事件・出来事（外交・戦争・政治・経済）

「人間集団の歴史であり、再編成の歴史」

経済・国家・社会・文明

「ゆっくり流れ、ゆっくり変化し、しばしば回帰が繰り返され、

絶えず循環しているような歴史」

山地・高原・平野・海・気候・都市と交通

時間軸

表面

深層

【長期】
地理的な時間

人間の国土へ
の働きかけ

国土から
人間への恵み

23



24

「歴史地理学」と『国土教育』の概念

 Fernand Braudelの歴史認識
 「自然環境」（≒「国土」）を、人間の尺度（人間集団の尺度、人間社会の

尺度）で見つめ直すことが、真の歴史学「歴史地理学」である。

 「歴史地理学」こそ『国土教育』の骨格
 歴史の目で見るからこそ、「国土」と人間との関係が、一歩引いた目線か

ら俯瞰的に見える。

 例えば、人間と距離との戦いが「交通」であることは、現在の目線からの
みでは、明確に読み取ることはできない。

 だからこそ、如何に「国土」が人間にとって重要で、「国土」への働きかけ
と「国土」からの恵みの相互作用によって人間の生活が保たれているか、
人類の幸せが担保されているかということを、われわれは深く認識しなけ
ればならない。＝ 『国土教育』の実践

⇒ 初等・中等地理歴史科教育に携わる者の責務

⇒ 大学・大学院で土木工学を学び、社会に出て国土整備・
国土管理に携わる者の責務
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高等学校「歴史（世界史）」教科書の改善提案

 取り扱う対象の違い
 文明（信仰、人間科学、自然科学、哲学、芸術、工業技術等）、及びこれらの基

礎構造としての人間集団、民族、都市、交通、国家、空間（＝自然環境）を中心
に取り扱う。

 ストーリーの違い
 文明単位、大陸単位、国家単位で章・節立てがなされ、それぞれの空間領域の中

で、過去から現在までの時間軸に沿ってストーリーを展開。 ⇒ 歴史とは文明ごと、
国家（地域）ごと、民族ごとに見ようとしなければ、殆ど意味をなさない。

 ヨーロッパ文明は、過去（395年）から現在に至るまでずっと、キリスト教と二人三
脚で歩んでいるのであり、アメリカ合衆国は典型的なプロテスタント国家

 ヨーロッパの位置付けの違い
 全体頁数に占めるヨーロッパ（西欧）の記述分量は、山川出版教科書が42％

（143頁／340頁）と過半数近くを占めるのに対し、ブルーデル教科書では極東
の27％（139頁／507頁）に次ぐ23％（116頁／507頁）という扱い。

 しかし、自国フランスが、フランス人こそが、世界史の中において、政治・文化の
主導的役割を果たしてきたのだということを書き込み。

＝ Braudelの世界史教科書『文明の文法』から学ぶ
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日本とは・・・

 フェルナン・ブローデル
 「きわめて早く6世紀頃から中国的日本とでもいうべきものが存在してき

たし、1868年からは西洋的日本がはじまり、その大成功は内外から認
められている。小庭園と茶道と満開の桜の国では、中国経由で伝来して
きた仏教でさえも日本風につくりなおされてしまう。」 ⇒ 「日本的」日本

 ラザフォード・オールコック（初代駐日イギリス公使）
 随所で日本の景観の美しさに心底驚き、小田原から箱根に至る道路の

「比類のない美しさ」にさえ目を奪われた

 「日本の農業は完璧に近い。自分の農地を整然と保つことにかけては、
世界中で日本の農民にかなうものはない」

 タウンゼント・ハリス（初代駐日アメリカ公使）
 「私はいままで、このような立派な稲、このような良質な米を見たことが

ない」

⇒ 『国土教育』の材料として有用
出典： 渡辺京二 平成10年9月 『逝きし世の面影』 葦書房

フェルナン・ブローデル (著), 松本雅弘 (訳) 平成7年7月 『文明の文法Ⅰ 世界史講義』 みすず書房
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内村鑑三『デンマルク国の話』より

今、ここにお話しいたしましたデンマークの話は、私どもに何を教えますか。
第一に戦敗かならずしも丌幸にあらざることを教えます。国は戦争に負けて

も亡びません。実に戦争に勝って亡びた国は歴史上けっして尠くないのであり
ます。国の興亡は戦争の勝敗によりません、その民の平素の修養によります。
善き宗教、善き道徳、善き精神ありて国は戦争に負けても衰えません。（中略）

第二は天然の無限的生産力を示します。富は大陸にもあります、島嶼にも
あります。沃野にもあります、沙漠にもあります。大陸の主かならずしも富者で
はありません。小島の所有者かならずしも貧者ではありません。善くこれを開発
すれば小島も能く大陸に勝さるの産を産するのであります。（中略）外に拡がら
んとするよりは内を開発すべきであります。

第三に信仰の実力を示します。国の実力は軍隊ではありません、軍艦では
ありません。はたまた金ではありません、銀ではありません、信仰であります。
（以下略）」

1864年のプロシア・オーストリアとの戦いに敗れ、肥沃な南部２州を奪われた
デンマークが、工兵士官ダルガス父子の努力によって国土の過半を占める丌
毛の荒野「ユトランド」への植林に成功し、小国ながらも豊かで平和的な国家
として再建した話

【あらすじ】

出典：内村鑑三 昭和51年1月 『後世への最大遺物・デンマルク国の話』 岩波書店
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本稿で云いたいこと

 自分は歴史の最先端に立っていて、その自分が未来を切り開
いていかなければならない、覚悟をもって前を向いて生きていか
なければならない
⇒ 「自由」に生きる個人、自立した「国民」の育成

 歴史の深層には「国土」というものがあって、これを絶え間無く
改善していかなければ、歴史の表面にある経済的出来事や政
治的出来事を本質的に変えていくことはできない
⇒ 「国土」への気付き、「国土」への働きかけ

 これらの実現のためには、信仰心に根ざした教育が丌可欠で
ある（自利利他、隣人愛、・・・）

＝ 「人」と「国土」と「信仰・教育」の重要性

詳しくは、JICE REPORT 第16号・第17号をご覧下さい。


